
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推移

等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関

関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について  

 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
・95％以上の児童は、毎日、朝食を食べています。 

・家庭で計画的に学習に取り組むことについて、約 85％の児童が主体的に取り組むことができています。 

その学習時間については、30分～1時間が約４割を占め、30分以上学習に取り組んでいる児童の割合は 

全国平均よりも少し多くなっています。 

・「人の役に立つ人間になりたい。」と意欲を持っている児童数がかなり増加し、全国平均よりも上回って 

います。 

・ 

・家庭学習について、一日 30分以上・一日１時間以上共に、取り組んでいる児童が全国より多くいます。 

令和 5年 10月 10日 
枚方市立菅原小学校 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

【全体概要】 

朝食を摂取している児童数が約 95％を示し、家族と共に健康的な生活習慣の基盤の定着が図られていま

す。今後も継続して健康的な生活の基盤づくりとしての朝食摂取の継続をお願いしたいと思います。また基

本的な生活習慣の定着が子どもの様々な意欲にも大きく影響し、「主体的に計画して取り組む姿勢」や「人

の役に立つ人間になりたい」という思いから「社会貢献できる仕事」等の将来の夢や目標に繋がることが期

待できます。その実現に向けて、今を主体的に生きる意欲や行動力が育めるよう努めていきたいと思います。 

・基本的な生活習慣を大切にし、自ら進んで挨拶する姿勢を育む。 

・将来に夢や希望を抱き、前向きな姿勢で主体的に行動する態度を育む。 

・心身ともに健康で、人のために行動する姿勢や思いやる心を育む。 

保護者及び地域の皆様と連携し、教育活動を推進し、児童の育成に努めてまいりたいと思います。 

まとめ 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

質問紙調査の結果 

 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

朝食を毎日食べている 家で計画を立てて勉強している 

本校 

全国 

 

授業時間以外（月～金）勉強時間 人の役に立つ人間になりたいと思う 

本校 

全国 質問紙調査の結果 

 



  

 

 

 

＜国語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】２三                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】３－(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２三 正答率 無解答率 

本校 72.0 3.7 

全国 62.0 1.6 

３―(1) 正答率 無解答率 

本校 65.9 7.3 

全国 73.6 3.7 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

教科に関する調査 

（考察）3-(1) 

①「インタビューの様子」について書かれている内

容全体を的確に読み取り、理解すること 

②選択肢の文の少しの語句の違いがキーワードと

なっていることや文全体を理解すること 

が求められています。 

 

国語の授業を中心として、「読む取る力」や「文

章のキーとなる語句に対する気づきや理解」等の

向上に繰り返しの学習が必要であると考えていま

す。  

無回答率については、今後の課題として、認識し

ています。 

【インタビューの様子】の全文を読み、傍線部アのように質問した理由として適切なものを選択する問題 
【詳細について】 

「情報をどのように整理しているか」について説明された４つの文から最も適切なものを選ぶ問題 

（考察）2三 

①資料３「栄養素の働き」について書かれている

内容全体を的確に読み取ること 

②四角や丸で囲まれている語句の意味が理解

できること 

③選択肢の文を理解できること 

が求められています。 

 

それらができていることが、全国比で約１０%高

い正答率となったと思われます。 



  

＜算数＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】４（２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】４（３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４（２） 正答率 無解答率 

本校 76.8 6.1 

全国 75.7 4.3 

４（３） 正答率 無解答率 

本校 43.9 22.0 

全国 56.2 13.8 

４（３） 正答率 無解答率 

本校 43.9 22.0 

全国 56.2 13.8 

（考察）４（３） 

①「６年生の結果を表した棒グラフ」と「５年生と６

年生を合わせた結果を表した棒グラフ」の見方 

②「０日についてまとめたこと」の内容の理解 

③「０日についてまとめたこと」を参考にした「１日

についてまとめたこと」を記述する力 

が求められています。 

 

特に、無回答率から、グラフを読み取り、理解し、文

章で表現することの戸惑いや難しさを顕著に表し

ていると思います。 

（考察）４（２） 

①「運動カード」の見方 

②「～以上」の意味を含めて、設問

の意味を確実に理解し、「運動カー

ド」を読み取ることができること 

が求められています。 

 

それらができていることが、正答率

に繋がっていると思います。 

ただし、無回答率については、今後

の課題と認識しています。 

「以上」の意味を理解し、示された表から必要な数を読み取ることができるかどうかをみる問題 

示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだした違いを言葉と数を

用いて記述できるかどうかをみる問題 



  

（考察） 

・学習活動の中でタブレット端末や ICT 機器の活用について、日々の教員の指導（使用）方法の工夫等により、児童

の技量だけでなく、主体性や意欲も向上し、効率的、効果的な学習に繋がっていると思われます。 

・学校での日々の活動や児童との関わりやコミュニケーション等を取る中で、児童と教員との安心できる人間関係、

及び信頼関係を育み、「よいところを認めてくれると感じる」そのことが「相談できる」先生としての関係が築かれて

いると思います。 

・「自分には、よいところがある」という自尊感情・自己肯定感は、日々の各家庭での保護者の皆さんの児童への関わ

りを通して育まれてきているものであり、また、学校のすべての教育活動を通して、育まれるものであります。児童との

信頼関係を基盤として、様々な教育活動の中で「自分で考え、自分で決め、自分の意思に沿ってやる」という行動を

通して、習慣化する中で「主体的」「意欲的」に行動するよう、「前向き・積極的な」イメージを持つことができるよう、

今後も保護者の皆さんと連携し、継続して児童への教育を進めていきたいと思います。 

将来の夢や目標を持っている 

 

 

【成果のあった項目】                           

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について  

・本年度からの研究テーマとして、「書くこと」に重点をおいた授業に取り組んでいます。 

「作文」を通して表現する力を養い、教科横断的に資料から読み取れることを適切な言葉で表現する活動を増やして 

いくための指導方法や内容等について、研修・授業研究を開催し、研究を深めています。 

・教員が相互に授業交流し、授業力の向上に取り組んでいます。 

・『Hirakata 授業スタンダード』に則して、「思考を促すめあて」を提示し、「個別の気づきや新たな課題を引き出す振 

り返り」の時間を確保しています。 

・『枚方版 ICT教育モデル』に則して、５つの Cの視点を単元計画に組み込み、課題を解決するために柔軟なアイデア 

を表現したり、アイデアを相手と共有したりすることでより深まりのある授業の展開に努めています。 

・子どもたちが主体的に、自らの興味・関心にそって自分にあった方法、学習過程、学習形態等を自己決定する場面を 

設定したり、１人１台端末を活用し、各自で「他者参照」しヒントを得て、自らの学びを高めていけるように取組んでいます。 

・自分と異なる考え方を持つ人を尊重し、認め合いながら協力して取組むことができるような協働探求や協働制作の活動 

を様々な教科において計画的に設定し、取り組んでいます。・ 

（２）家庭学習について   

・発達段階を考慮に入れ、基礎基本の確実な定着と共に、児童が自らの課題を振り返り、主体的に学習する取組を 

進めています。その内容については、タブレット上で、学年を越えて取組内容を共有し、児童が自分なりに工夫したり、 

オリジナリティ溢れる課題を模索したりするように進めています。 

・児童自身が学びの見通しを持ち、学びの方法や進度を選択し、自己の学習の振り返りを行うことや、同じ教室の仲 

間と学びや生活を共有し、互いに成長できる機会を設けています。 

   最後に、子どもたちの将来に向けて、今後も全教職員で力を合わせ、より良い教育活動の推進に努めてまいり 

ます。保護者の皆さまの引き続きのご理解、ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

自分には、よいところがあると思う 

（考察） 

・様々な教育活動を通して、将来を見据えた目標を達成する上で重要な基礎となる「人格面・精神面・技量等」を

児童が主体的に意欲を持って育めるよう努めていきたい。 

・児童の国語の授業内容の理解状況は、本テストの無回答率に表れていると判断しています。児童の「書くこと」

への抵抗を無くすことを優先課題と判断し、本校の本年度の研究テーマとして、「書くこと」に焦点を絞り、自分の

考えを表現する力の育成に努めています。 

 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「当てはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

本校 

全国 学習の中で PC・タブレットなどの 

ICT機器を使うのは勉強の役に 

立つと思いますか 

困りごとや不安がある時に先生や学校にいる 

大人にいつでも相談できますか 

国語の授業の内容はよく分かる 

先生は、あなたのよいところを認めてくれている

と思いますか 


